２００６年 京都南部地区 南ブロックＢ 共同宣教司牧の歩み
１．ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について
	１－A　ブロック司祭団（含む修道者）の分担

担当司祭と教理担当者が毎月１回、共同宣教司牧会議を開き話し合いをもつことで、分担され協力されている

	１－B　司祭団と信徒との連携体制

担当司祭、奉献生活者、信徒(役員・担当者)がそれぞれの役割と責任を果たしながら共同歩調を取っている。　

	１－C　意見交換とコンセンサス

信徒の役割分担がある程度できていて、自分にあった奉仕活動に積極的に取り組んでいる。

奉献生活者が司祭団と信徒との関わりの不足部分を補っている。


２．「共同宣教司牧的」な地域教会共同体の動きについて。

	２－A　意思決定のプロセス

小教区評議会では、部会の機能が充実してきて小教区の活動がスムーズに行われるようになった。
その反面、部会が決めた内容を小教区評議会において承認するだけになっていて、小教区評議会の機能が生かされていない現状が起こってきた。
ブロック会議では各小教区信徒代表(役員)が各小教区の意見を持ち寄り、ブロックの方針、活動を検討している。

	２－B　意見交換・意見集約方法

各小教区において、定期的に各部会、または地区集会を開催している。
ブロック合同部会(典礼・教育・広報)も開催している。

但し、限られた小数メンバーでの意見交換と意見集約になるため、多くの信徒の意見交換と意見集約をどのようにすればよいかが今後の課題である。

	２－C　情報の共有

各小教区評議会、ブロック会議の議事録をブロック全信徒に配布するようにしている。　3つの小教区で、毎主日ミサの時にお知らせのプリントを配布している。

	２－D　小教区間の協力

教育、典礼、広報の各ブロック合同部会の開催により部活動の協力がありブロック、各小教区の活動においても協力がなされている。

オルガン奏者などの担当者の小教区間での協力もあった。


３．「共同宣教司牧」を支える活動について

	３－A　奉仕や福音宣教者としての意識
ブロックレベルでの青年の養成、働いている方、子育て中の方を対象にした養成、講座をさらに検討したい。

	３－B　分かち合いと福音的識別

年間を通して定期的に主日ミサ後に行なっている。

地区集会の時、黙想会・研修会の時に行っている。

小教区規約前文作成の準備のための分ち合いを行った。


４．「共同宣教司牧」の学びと祈りについて

	４－A　共同宣教司牧と秘跡・典礼
洗礼・堅信・初聖体の方のために、ブロック全体で祈り、主日ミサの共同祈願においても祈った。
担当司祭による、集会祭儀の学習会を各小教区で２回ずつ行った。信徒から定期的に続けて欲しいとの要望もあった。

待降節中の主日のミサ後、２回「祈りの集い」を１時間ずつの予定で各小教区で行った。

	４－B　信仰入門・養成講座

キリスト教講座、聖書クラス、祈りの集い、祈りを学ぶ会を行っている。

青少年の親を対象の学び分かち合いの会、各世代を対象に聖書を中心に講師の話を聞く会も行っている。

	４－C　リーダー養成・信徒養成

青年会主催の黙想会を行った。ブロック主催で親子教会学校新年会、夏期教会学校、親子遠足を、遊び中心ではなく、祈りと学びを中心に行った。


